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新
入
生
の
動
き
か
ら
、

海
外
留
学
志
向
の

高
ま
り
と
、

法
政
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
の

変
化
を
実
感　
　

今
年
の
「
新
入
生
向
け
海
外

留
学
・
国
際
交
流
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
に
は
、
約
1
8
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新

入
生
の
25
％
に
な
り
ま
す
。
ガ

イ
ダ
ン
ス
は
、
１
年
次
で
の

E
R
P
（
英
語
強
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
：English Reinforcement 

Program

）
に
始
ま
り
、
各

学
部
が
２
年
次
を
中
心
に
行

う
学
部
教
育
課
程
に
お
け
る

海
外
留
学
（Study Abroad 

Program

）、
そ
し
て
３
・
４
年

次
で
の「
派
遣
留
学
制
度
」や「
認

定
海
外
留
学
制
度
」
に
至
る
一

連
の
流
れ
を
説
明
す
る
も
の
で

す
が
、
そ
の
参
加
者
数
は
、
高

校
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
、
ま

た
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
取

組
へ
の
期
待
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
海
外
留
学
の
目
玉
で

あ
る
派
遣
留
学
制
度
を
使
っ

て
、
2
0
1
6
年
度
に
海
外
留

学
し
た
学
生
は
82
名
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
最
終
目
標

に
、
留
学
や
海
外
体
験
を
志
向

す
る
学
生
が
年
々
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
高
校
時
代
か

ら
大
学
で
の
留
学
を
考
え
て
い

た
学
生
が
確
実
に
増
え
て
い
る

と
み
て
間
違
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
や
各
種
の
大
学
説
明
会
で
も

感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
本
学
を

目
指
す
高
校
生
の
多
く
が
海
外

留
学
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
学
の
イ

メ
ー
ジ
が
急
激
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
れ
は
、

G
G
J
（Go Global Japan

）

か
ら
S
G
U
（Super Global 

Universities

）
へ
と
い
う
一
連

の
取
組
の
一
つ
の
大
き
な
成
果

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
学
の
S
G
U
の
取
組
の

特
色
は
、
核
と
な
る
学
部
や
教

員
が
大
学
全
体
を
牽
引
す
る
の

で
は
な
く
、
15
あ
る
学
部
が
足

並
み
を
揃
え
て
、
大
学
全
体
で

少
し
ず
つ
改
革
を
積
み
重
ね
て

き
て
い
る
点
で
す
。
も
ち
ろ
ん

国
際
文
化
学
部
と
G
I
S
（
グ

ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
）
の
実
績

が
G
G
J
や
S
G
U
の
採
択

に
つ
な
が
っ
た
の
は
事
実
で
す

が
、
現
在
の
展
開
は
、
こ
の
二

学
部
に
依
存
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
取
組
の
ス
ピ
ー

ド
は
、
概
ね
新
し
い
学
部
ほ
ど

積
極
的
と
い
う
よ
う
に
、
学
部

に
よ
っ
て
若
干
の
差
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ほ
ど
極
端
な
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

派
遣
留
学
を
頂
点
に
し
た

三
層
構
造
の
海
外
留
学
支
援
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

シ
ス
テ
ム

派
遣
留
学
制
度
と

認
定
海
外
留
学
制
度　
　

本
学
の
海
外
留
学
で
、
最
も

特
徴
的
な
の
が
派
遣
留
学
制

度
で
す
。
1
9
7
9
年
に
始
ま

り
、
利
用
者
の
多
く
は
、
実
社

会
で
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。
最
大
の
特
徴
は
、
派
遣
先

大
学
の
授
業
料
は
全
額
免
除
の

上
、
年
間
70
万
円
な
い
し
は

1
0
0
万
円
の
返
還
不
要
の

奨
学
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
元
々
、
学
生
が
海
外
へ
出

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
、

そ
れ
を
奨
励
し
よ
う
と
、
１
学

年
に
１
、
２
名
を
想
定
し
て
始

ま
っ
た
も
の
が
、
大
学
全
体
で

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
今

と
な
っ
て
も
、
待
遇
面
も
変
わ

ら
ず
継
続
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
当
然
応
募
資
格
は
厳
し
く
、

基
準
と
な
る
語
学
ス
コ
ア
だ
け

で
な
く
協
定
校
の
求
め
る
成
績

（
G
P
A
）も
条
件
に
な
り
ま
す
。

ま
た
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

後
援
会
か
ら
の
支
援
が
あ
る
の

も
特
徴
で
す
。

私
費
留
学
を
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

な
留
学
と
し
て
認
め
る
認
定
海

外
留
学
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
一

般
的
に
私
費
留
学
は
、
個
人
で

留
学
先
大
学
と
交
渉
し
、
留
学

許
可
を
得
た
後
、
所
属
大
学
を

休
学
し
て
出
か
け
る
と
い
う
も

の
で
、
留
学
期
間
に
応
じ
て
卒

業
も
伸
び
、
個
人
負
担
も
大
き

く
膨
ら
み
ま
す
。
し
か
し
認
定

海
外
留
学
で
は
、
事
前
の
申
請

で
、
留
学
先
大
学
で
の
修
得
単

位
を
、
各
学
部
が
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
等
を
参
考
に
し
て
単
位
認

定
で
き
る
と
判
断
し
た
場
合
、

交
換
留
学
に
準
ず
る
扱
い
と
さ

れ
、
大
学
の
授
業
料
の
半
額
相

当
と
後
援
会
か
ら
10
万
円
が
奨

学
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

留
学
期
間
が
一
年
で
、
そ
の
間

に
留
学
生
の
大
学
で
、
国
内
で

の
進
級
に
必
要
な
単
位
数
を
修

得
で
き
れ
ば
、
休
学
す
る
こ
と

な
く
４
年
で
卒
業
で
き
る
の
で

す
。

各
学
部
に
よ
る

S
A
と
E
R
P　
　

派
遣
留
学
制
度
も
認
定
海
外

留
学
制
度
も
、
現
在
は
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
前
段

階
と
な
る
の
が
、
S
A
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
学
部
独
自
の

留
学
制
度
と
海
外
研
修
制
度
で

す
。
現
在
、
13
学
部
が
実
施
し

て
い
て
、
そ
の
背
景
や
歴
史
、

狙
い
も
様
々
で
、
期
間
も
10
日

間
か
ら
10
ヶ
月
ま
で
あ
り
ま
す
。

必
修
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
国

際
文
化
学
部
が
行
う
３
か
月
～

６
か
月
の
留
学
と
、
法
学
部
国

際
政
治
学
科
が
夏
休
み
を
使
っ

て
行
う
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
の
短
期
研
修
。
そ
の
他
の

学
部
も
、
必
修
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教

育
目
標
に
合
っ
た
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
※
。

以
上
の
二
層
の
海
外
留
学
を

目
指
す
学
生
に
必
要
な
英
語

力
を
強
化
す
る
の
が
、
第
一
ス

テ
ッ
プ
と
も
い
う
べ
き
E
R
P

（
英
語
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で

す
。
2
0
1
3
年
に
始
ま
っ
た

学
部
横
断
型
の
英
語
強
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
（
市
ヶ
谷
、
多
摩
、
小
金

井
）
す
べ
て
で
開
催
さ
れ
て
い

て
、
今
春
に
は
8
0
0
名
が

登
録
、
授
業
の
空
き
時
間
を
利

用
し
て
無
料
で
受
講
で
き
、
実

践
的
な
英
語
力
を
効
率
良
く
身

に
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

T
O
E
I
C
®

、
T
O
E
F
L
®

、

英
検
な
ど
を
使
っ
て
レ
ベ
ル
分

け
し
、
１
ク
ラ
ス
15
人
程
度
の

少
人
数
ク
ラ
ス
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
G
ラ
ウ
ン
ジ

（Global　

Lounge

）
で
は
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
常
駐

し
て
お
り
、
日
常
的
な
英
会
話

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
室

中
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
各
国
か
ら

の
留
学
生
も
適
宜
参
加
し
て
お

り
、
語
学
だ
け
で
な
く
、
異
文

化
を
理
解
す
る
の
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

P r o f i l e

1971年中央大学理工学部
卒業、1989年神戸大学論文
博士（工学博士）。1996年法
政大学工学部教授を経て、
2009年より同デザイン工学
部教授。2007年法政大学
大学院委員会議長、2011年
常務理事、評議員等を歴任。
2014年よりグローバル教育セ
ンター長、また2015年より法
政大学副学長。

法政大学副学長
グローバル教育センター長
福田　好朗先生

“世界のどこでも生き抜く力”を――文部科学省のグ
ローバル人材育成事業（GGJ:2012年度から2016年
度）、および2014年度からのスーパーグローバル大学
創成支援（SGU）の採択を機に、グローバル化、グロー
バル人材育成のための取組を加速させてきた法政大
学。創立150周年を迎える2030年度には「世界から進
学したい大学となる」と、その取組を一段と加速してい
ます。取組の中核をなす三層の海外留学支援につい
て、国際化担当副学長の福田好朗先生にお聞きすると
ともに、グローバル化に対応した新たな入試制度につ
いてもご紹介します。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー

で
行
う
も
の
と
し
て
は
こ
の
他
、

夏
休
み
や
春
休
み
の
短
期
語
学

研
修
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、培
っ

た
ス
キ
ル
を
世
界
に
生
か
す
体

験
と
し
て
国
際
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
８
、
９
月
、
２
、
３
月

の
休
暇
期
間
中
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
利
用
し

て
海
外
へ
出
て
い
く
学
生
は
、

こ
こ
5
年
で
8
0
0
名
か
ら

1
0
0
0
名
弱
ま
で
増
加
し
て

お
り
、
学
年
全
体
の
７
分
の
１

ほ
ど
が
海
外
留
学
体
験
を
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
た
と
え
ば
私
が
所
属
す
る
デ
ザ
イ
ン

工
学
部
で
は
、
C
期
（
ク
ォ
ー
タ
ー
制

の
秋
学
期
）に
８
週
間
、南
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
へ
語
学
研
修
を
兼
ね
て
留
学
を
行

う
科
目
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
オ
ー
プ
ン
科

目
）を
実
施
し
て
お
り
、学
部
の
教
員
も

出
か
け
て
通
常
授
業
も
行
い
ま
す
。現

代
福
祉
学
部
で
は
、
福
祉
の
先
進
地
域

で
あ
る
北
欧
諸
国
を
海
外
研
修
先
と
し

て
い
ま
す
。

学
内
で
グ
ロ
ー
バ
ル
体
験
の

で
き
る
授
業
や
施
設
も
充
実

　
　

三
層
構
造
を
側
面
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
が
、
学
部
横
断
型

の
全
学
公
開
科
目
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
オ
ー
プ
ン
科
目
」
と
、
海

外
か
ら
の
留
学
生
が
、
英
語
で

日
本
に
つ
い
て
様
々
な
角
度

か
ら
学
ぶ
「
E
S
O
P
」（
交

換
留
学
生
受
入
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
：Exchange Students 

from
 Overseas Program

、

1
9
9
7
～
）
の
日
本
人
学
生

へ
の
開
放
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
オ
ー
プ
ン
科

目
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
経
営
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
経
済
、
国
際
関
係
、

社
会
と
文
化
、
実
践
英
語
、
科

学
と
技
術
の
６
領
域
ご
と
に
、

英
語
に
よ
る
多
彩
な
科
目
を
用

意
し
て
い
ま
す
。受
講
に
当
た
っ

て
は
英
検
な
ど
の
語
学
ス
コ
ア

の
提
出
が
必
要
で
す
が
、
春
学

期
で
4,
5
0
0
名
が
学
ん
で

い
ま
す
。
E
S
O
P
と
併
せ
て

受
講
す
る
こ
と
で
効
果
は
一
層

上
が
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

S
A
か
ら
の
帰
国
生
や
、

派
遣
留
学
な
ど
に
備
え
る
学

生
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
が

T
O
E
F
L 

i
B
T
®

76
以
上

で
受
講
で
き
る
G
I
S
に
よ
る

公
開
科
目
。
ま
た
国
際
文
化
学

部
で
は
、
留
学
か
ら
帰
国
し
た

学
生
の
外
国
語
運
用
能
力
の
維

持
向
上
の
た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
科
目
を
公
開
し
て
い
ま

す
。ま

た
2
0
1
6
年
度
か
ら

は
、
す
べ
て
の
学
生
が
グ
ロ
ー

バ
ル
体
験
の
で
き
る
G
ラ
ウ
ン

ジ
が
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
2
0
1
6
年
以
降

は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
が
英

語
の
授
業
だ
け
で
学
位
を
取
得

で
き
る
英
語
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
設
す
る
学
部
も
出
て
き
て

い
ま
す
か
ら
、
英
語
に
自
信
が

あ
る
学
生
は
そ
れ
ら
を
受
講

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
す

で
に
経
営
学
部
で
は
G
B
P

（Global Business Program

）

を
、
人
間
環
境
学
部
で
は
持

続
可
能
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ

ム
H
O
S
E
I-

S
C
O
P
E

（H
O

SE
I U

niversity, 
Faculty of Hum

anity and 
Environment, Sustainability 
Co-Creation Program

m
e

）

を
開
設
し
て
い
て
、
2
0
1
8

年
秋
学
期
か
ら
は
経
済
学
部
を

中
心
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の

４
学
部
が
係
わ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
学
・
社
会
科
学
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
I
G
E
S
S

（Institute for Global 
Econom

ics and Social 
Sciences

）
も
ス
タ
ー
ト
す
る

な
ど
、
S
G
U
の
目
指
す
海
外

か
ら
の
留
学
生
受
け
入
れ
と
、

海
外
留
学
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
の
た
め
の
取
組
の

両
輪
の
噛
み
合
う
展
開
が
い
よ

い
よ
現
実
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

大学での学びやその変革を、高校生のみなさんがもっとも
身近に実感するのが入学試験です。本学ではＳＧＵ（スーパー
グローバル大学）採択後の2016年度以降、グローバル化
に対応した様 な々入学者選抜を実施しています。

2016年度からスタートしたのが、グローバル化に対応した
グローバル体験公募推薦入試。高校時代に半年間以上の
海外留学体験がある方を対象に、書類審査と面接・小論文
等で合否の決まる公募制推薦入試です。現在は文学部哲
学科・日本文学科・英文学科、経営学部経営戦略学科、キャ
リアデザイン学部で実施しています。

もう一つが英語外部試験利用入試。一般入試の枠組み
の中で、Ｔ日程（統一日程）入試日に行うもので、今年度
は経済学部国際経済学科、人間環境学部、現代福祉学
部、GIS（グローバル教養学部）、スポーツ健康学部、情報
科学部、生命科学部で実施。英検やTEAP、TOEIC©、
TOEFL©、GTEC等指定試験のスコアが、各学部の示す
基準以上であれば、当日の英語の試験が免除されます。参
加学部も年ごとに増えて、来年度には法学部法律学科・国
際政治学科と理工学部（機械工学科航空操縦学専修を除
く）も実施します。本学に限らずこうした入試を実施する大学
は年々増えていて、受験者数も年毎に増えています。特別
入試においても経済学部では、英語学部試験利用自己推
薦特別入試を実施しています。

また国際バカロレア利用自己推薦特別入試（文学部哲学
科・英文学科、経済学部、人間環境学部、キャリアデザイ
ン学部が実施）も実施しています。

これらの入試は、グローバル人材を目指したいという高校生
へ向けて、その意欲にしっかり応えたいという大学のメッセージ
であるとともに、現在進んでいる英語４技能（聞く・話す・読む・
書く）をバランスよく育成することを目指す英語教育改革の流
れに対応したものでもあります。実際、英検準一級取得者な
どのスコア基準を満たす高校生が年々多くなっていることを実
感しています。

高大接続改革（大学入学者選抜改革）の中で、「大学
入学共通テスト（仮称）」の英語では４技能を評価するもの
になります。私たちとしては、高校生のみなさんの日頃の学び
を大学でより一層深められる環境を用意し、将来英語を使っ
て世界のどこでも活躍できる人になりたいという志に応えるべ
く、一層の入試改革、教育改革に取り組んでいきたいと考
えています。

海外留学、グローバル志向の
高校生に入試も対応

グローバル体験入試と英語外部試験利用入試を拡大

法政大学入学センター長
菊池　克仁さん

スーパーグローバル大学の今

外国人留学生受け入れ者数

海外留学者数

海外協定校

短期語学研修制度参加者数

794人

1058人

215校

196人

2016年度実績

派遣留学をはじめ、多様なプログラムで
人間力豊かなグローバル人材を育成

Go Global Hosei 
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